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04ふくろい市議会だより05 ふくろい市議会だより

高橋 美博 議員秋田　稔 議員

地球温暖化防止への
市の取り組みは

東山同笠自転車歩行者線の
樹木管理は

市道福田浅羽大須賀線を
両側歩道にしては

問　新エネルギー機器導入促進補助金の
実績はどうか。

問　各地域の進むべき方向と今後５年間
の高生産性茶業計画案を作っては。

答　18年度の補助実績は、太陽光発電シ
ステムが78台、太陽熱利用システムが3台、
太陽熱温水器が19台、エコキュートが
191台、エコジョーズが48台、ハイブリッド
自動車が17台、合計356件、812万円の
交付となっている。

答　規模の拡張や再編整備が求められて
いる。計画については、時代にあった新し
い計画を関係機関と一緒にまとめていき
たい。

答　日常生活における環境負荷の軽減を図
るためのアースファミリー事業や、広報ふく
ろいへの環境コラムの掲載、各種イベントで
の家庭でできる省エネルギーや温暖化対策
についての啓発などを行っている。

問　レジ袋削減のため、マイバッグ運動
の推進を望むが。

答　16年度から店頭でのＰＲ活動を行っ
ている。また、市内の大型店舗でもレジ袋
削減への取り組みが展開されている。本年
9月26日には、レジ袋ゼロを目標に市内スー
パー、消費者団体を中心とした（仮称）マイ
バッグ100推進協議会を発足させる予定
である。

答　温水プール・歩行用プール・トレーニ
ングルーム・大広間・浴室・リラクゼーショ
ンルームなどや地域物産品の販売所など
を考えている。

答　利用状況等を見ながら、全体の中から
緊急度の度合いを勘案して、でき得ればで
きるだけ早く整備していきたい。

問　市民への啓発の取り組みはどうか。

戸塚　和 議員

東海地震に備えて

袋井市茶業の将来展望は

問　地元住民との交渉経過を踏まえた施
設がどのようにできるのか。

新ごみ処理施設の
余熱利用施設の内容は

問　緊急地震速報が10月から一般提供さ
れるが、市民への配信はどのように考えて

いるか。

問　梅山地内の磐田用水路跡地に遊歩道を
設置したが、害虫が多発して通行不能となっ

た。管理はどうしているか。

答　この速報を市民の皆様にどうしたらう
まく伝えられるか、より探求していきたい。

答　消毒、施肥を年１回、高木及び低木剪
定を年1～2回、除草を年4回の内容で業
務委託している。害虫が異常発生したと
きや樹木の剪定が必要なときについては、
状況に応じ対応している。地域住民から
愛され、利用しやすい路線となるよう受託
者と連携をとり適切な維持管理をしてい
きたい。

問　現在使用中のクリーンセンター及び
建設中の新ごみ処理施設の耐震度の再度

検証の必要性は。

答　ここのところマンネリ化傾向にあるた
め、広報紙やホームページの内容の変更、
ダイレクトメールの出し方を工夫するなど
して、事業の重要性をさらに訴えていきたい。

問　中越沖地震では過去の教訓が生かさ
れなかった。袋井市は「TOKAI-0（倒壊-

ゼロ）」の市民への周知は充分か。
問　平成16年に地元自治会より要望され、
19年に再度要望書を提出した。早期実現

されたいが、計画はないのか。

答　現クリーンセンターは、静岡県建築構
造設計指針により、通常の1.2倍の強度で
建築されている。また、次期ごみ処理施設は、
震災時でも機能を保持できるよう、県指針
により通常の1.5倍の強度の構造となって
いる。

問　早い時期の開発を望む。早期開発に向
けてのスケジュールは。

答　本年度は、開発に伴う関係法令や問題
点等を整理し、開発の手法や治水対策など、
課題の検討を進める予定である。

小笠山山ろく開発の
今後の方向づけは

新潟県中越沖地震で倒壊した木造家屋福田浅羽大須賀線

袋井市マイバッグ100推進協議会の設立総会市内豊沢に広がる茶畑

芝田 　二 議員

※1

※2

※1　省エネ効果が高い電気給湯機
※2　省エネ効果が高いガス給湯機


